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位を保っている。人口は 2014 年現在で 193 万人となっており，横浜市の 370 万人，大
阪市の 269 万人，名古屋市の 228 万人についで政令指定都市中 4番目の人口を有する。









勤・通学を行っている 15 歳以上の者の割合を把握できる。札幌市に通勤・通学を行う 15
歳以上の住民が 5％以上または 10%以上存在する自治体を札幌経済圏と定義すると，表 1
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のようになる（平成 22 年国勢調査より）。札幌市に通勤・通学する人口が 5～ 10%の小
樽市，恵庭市の人口は合わせて 20.1 万人，同 10％以上が石狩市，当別町，南幌町，江別市，
北広島市の人口が合わせて 27.1 万人となり，札幌市と合わせた経済圏の人口は 239 万人
となる。
これらの地域を，札幌市とどのような交通手段で結ばれているかという視点でみると，








札幌市への流入人口  人口（人） 面積
（km2) 




5％以上 10％未満 小樽市、恵庭市 201,312 538.17 







の 25.7 万人，中央区の 22.4 万人，豊平区の 21.7 万人と続き，清田区の 12 万人が最も少ない。








出所：総務省「住民基本台帳（2014 年 1 月 1 日現在）」
さらに，札幌市の男女別の人口比率を 5歳ごとの年代別にまとめたものが表 3である。
0歳から 19 歳までは男性数が女性数を上回る。しかし，20 ～ 24 歳の層からは女性数が男
性数を上回り，それより上の年代層では全て女性のほうが多い。生物学的には出生時には
男児と女児の比は 105：100 程度（または 100：95.2）であることが知られており，札幌市
の 0～ 4歳の比率もこれに合致している。また，一般的に男性は女性より寿命が短いため，
出生時に女児より多く生まれた男児が死亡していき，15 ～ 19 歳の層までは男女差が縮小
していく。ヒト全体では 50 歳時に男女比がちょうど 100：100，80 歳時で 50：100 となる
と言われており，日本全体の年代別人口を確認すると，ほぼこの結果どおりとなる。札幌
市でも 80 歳以上の世代の男女比は 52：100 であり，生物的動向と近い傾向を示している。
しかし，札幌市では，すでに 20 ～ 24 歳の層で女性数が男性数を上回り，それより上の世
代も 1割以上女性のほうが多い。これは生物的な要因ⅰだけでなく，社会的要因が加わる
ためである。

































計 男 女 男 女
札幌市 1,930,496 905,860 1,024,636 1.000 1.131
中央区 224,400 101,680 122,720 1.000 1.207
北区 281,041 133,502 147,539 1.000 1.105
東区 257,485 122,722 134,763 1.000 1.098
白石区 209,267 99,918 109,349 1.000 1.094
豊平区 217,134 101,234 115,900 1.000 1.145
南区 142,908 66,684 76,224 1.000 1.143
西区 211,636 98,363 113,273 1.000 1.152
厚別区 129,979 59,967 70,012 1.000 1.168
手稲区 141,189 66,837 74,352 1.000 1.112








































総計 0～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳
計 計 計 計 計 計 計 計 計
男 905,860 37,168 37,711 39,859 43,241 48,212 55,693 61,360 70,916
女 1,024,636 35,681 36,401 38,611 42,386 50,993 60,547 65,594 75,072
男性＝1としたときの
女性比率 1.13 0.96 0.97 0.97 0.98 1.06 1.09 1.07 1.06
40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上
計 計 計 計 計 計 計 計 計
74,280 63,855 60,044 58,628 72,369 59,462 46,157 34,946 41,959
79,286 70,966 66,570 65,156 81,305 68,937 58,185 48,633 80,313
1.07 1.11 1.11 1.11 1.12 1.16 1.26 1.39 1.91
出所：総務省「住民基本台帳（2014 年 1 月 1 日現在）」
同様に，5歳刻みの年齢別データを北海道で比較すると，男女比が逆転する年代が 25






































総計 0～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳
計 計 計 計 計 計 計 計 計
男 2,584,535 100,608 107,445 116,531 125,669 125,319 137,344 153,847 184,278
女 2,878,510 96,394 102,996 112,182 120,729 124,300 138,069 155,280 186,453
男性＝1としたときの
女性比率 1.11 0.96 0.96 0.96 0.96 0.99 1.01 1.01 1.01
40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上
計 計 計 計 計 計 計 計 計
192,417 169,497 168,445 174,092 219,259 181,321 150,956 125,257 152,250
197,869 182,306 179,621 186,289 243,716 211,824 191,284 167,636 281,562
1.03 1.08 1.07 1.07 1.11 1.17 1.27 1.34 1.85















































1 　旭川市 10,488 50.1% 東京都 13,548
2 　函館市 8,071 49.3% 神奈川県 7,221
3 　釧路市 6,365 51.0% 千葉県 4,944
4 　江別市 6,116 54.8% 埼玉県 4,770
5 　小樽市 5,859 57.4% 国外から 4,016
6 　帯広市 5,842 49.7% 宮城県 3,388
7 　苫小牧市 4,970 51.1% 大阪府 2,874
8 　北見市 4,063 49.0% 愛知県 2,831
9 　石狩市 3,911 53.7% 青森県 2,208
10   北広島市 3377 54.4% 兵庫県 1,682
その他道内 56,532 53.7% その他の県 14,148
計 115,594 52.7% 計 61,630
出所：総務省「平成 22 年国勢調査」






道内からの転入は 115594 人であるのに対し，道内への転出は 84508 人で，札幌市にとっ





雇用状況も好調である。2014 年度の月別有効求人倍率で比較すると，北海道が 0.86 ～ 0.91






























道内へ （人） 道外へ （人）
1 旭川市 7,313 43.4% 東京都 18,238
2 函館市 5,702 41.2% 神奈川県 11,075
3 江別市 5,665 51.4% 千葉県 7,943
4 石狩市 4,824 51.6% 埼玉県 7,286
5 帯広市 4,293 40.1% 愛知県 4,345
6 苫小牧市 4,266 45.6% 宮城県 3,614
7 北広島市 3,939 50.7% 大阪府 3,286
8 釧路市 3,708 39.5% 兵庫県 1,897
9 室蘭市 3,139 33.2% 茨城県 1,862
10 小樽市 3,095 49.7% 青森県 1,758
その他道内 38,564 45.1% その他道外 18,852




まとめると，2005 年から 2010 年の間で札幌市への転入は 177,224 人，転出は 164,664











































































































































































































































出所：経済産業省「平成 25 年度工業統計（従業者 4人以上の事業所）」
図 4は従業者一人当たりの製造業出荷額である。この値が高いほど，各産業の従業員の
生産性が高い傾向にあると言える。図 3では圧倒的な構成比をしめていた食料品製造業は
製造業の中では，一人当たり出荷額は高くなく札幌市で 1500 万円，北海道で 2500 万円と





























出所：経済産業省「平成 25 年度工業統計（従業者 4人以上の事業所）」
４．まとめと今後に向けて
本章では，札幌市の人口構造を男女別，年齢別，他地域からの転出入の動向に着目して










































ⅰ　札幌市の男性の平均余命をみると，2007 年を除いて 1970 年から 2011 年まで毎年，全国の平均余命を
上回っている。生物的要因だけを考えれば，札幌市内にはより男性が多くてもよいはずである。女性に
関しては，喫煙率の高さなどから全国の平均余命を下まわっている。
